
会 議 録 

 

１ 会議名 

令和 4年度 第 8回中郷区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

(１) 報 告（公開） 

 ・消融雪施設の整備促進及び特定防衛施設周辺整備調整交付金の活用に関 

する意見書に対する回答について 

 ・勝馬投票券場外発売所立地関連地域振興基金活用の事業追加について 

(２) 協議（公開） 

 ・視察研修について 

 ・ずっと大好き中郷未来へのバトン「野村忠宏講演会」について 

（３）その他（公開） 

３ 開催日時 

令和 4年 11 月 2 日（水）午後 6時 30 分から午後 8時 10 分まで 

４ 開催場所 

  中郷コミュニティプラザ ホール 

５ 傍聴人の数 

なし 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く。）氏名（敬称略） 

・委  員：竹内靖彦（会長）、髙橋京子（副会長）、荒川清尊、漆間和美、



髙橋達也、竹内昭彦、松原 功、宮川昇藏、村越勝彦、陸川昇

一、陸川陽一（欠席 1人）  

・事 務 局：中郷区総合事務所 髙波所長、内藤次長(総務・地域振興グルー

プ長兼務)、宮尾市民生活・福祉グループ長兼教育・文化グルー

プ長、桐山地域振興班長、津島地域振興班主事、恩田総務班長、

兒玉産業建設業務窓口班長、不破税・市民生活班長、髙橋福祉

班長、野坂教育・文化班長（以下、グループ長はＧ長と表記） 

８ 発言の内容（要旨） 

【桐山班長】 

 ・会議の開催を宣言。 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半

数以上の出席を確認、会議の成立を報告。 

【竹内（靖）会長】 

・会議録確認を宮川昇藏委員と村越勝彦委員に依頼。 

・報告事項（1）消融雪施設の整備促進及び特定防衛施設周辺整備調整交付金

の活用に関する意見書に対する回答について、事務局に説明を求める。 

【内藤次長】 

  令和 4 年 10 月 28 日付け上中第 36471 号について説明。回答者である市長

名の下に括弧書きで中郷区総合事務所となっているが、自治・地域振興課、

雪対策室、財政課とも協議し作成した内容である。 

【竹内（靖）会長】 

  回答書は、今回の地域協議会の事前資料として配布されていたが、意見、質

問はないか。 

【髙橋（達）委員】 

回答書の最後に記載された「消融雪施設に限らず、国及び県の財政支援が得

られない他事業への充当も考慮」と、やや抽象的な文書になっているが、中

郷区における事業と解釈してよいか。 

 



【内藤次長】 

中郷区における事業で間違いない。 

【竹内（靖）会長】 

他に、意見、質問はないか。 

今回の回答により、基本的な考え方はこれまでと変わらないことや消融雪施

設に限らず、教育や福祉の分野など、必要なものに充当していくことが確認で

きた。中郷区にとっては、住民アンケートの結果にもあったように、除雪対策

が重要と考えている。今後も、地域協議会として、老朽化が進んでいる消融雪

施設の更新などを行政と一緒になって考えていく。 

今回の回答をもって、本案件に対する協議は終了とする。 

次に、（2）勝馬投票券場外発売所立地関連地域振興基金活用（以降、「勝馬

基金」と表記）の事業追加について、事務局に説明を求める。 

【兒玉班長】 

資料№1について説明。泉縄文公園に設置されている水車の故障を 8月に覚

知した。修繕する方向で検討を始めたが、老朽化により修繕が困難との結論に

達し、更新することで庁内の協議が整った。予算がない状況であったが、すで

に契約した対象事業の入札差金の範囲内で施工できる見込みであり、地域協議

会からの意見書に基づき実施している本年度の勝馬基金からの繰入金を充当

する事業に追加し、更新することとした。 

【陸川（昇）委員】 

更新については異論ないが、更新後、冬囲いなど維持管理の方法を見直す必

要があるのではないか。 

【兒玉班長】 

冬囲いは、稲荷山町内会に委託している。更新にあたり、ベアリング部分を

強化し、メンテナンスが容易になる仕様としている。地元町内会と協力しな

がら維持していく。 

【荒川委員】 

（自身が所属する町内会であることから）冬囲いは、これまでも町内会で行

ってきたが、長期間の維持に向けて、今一度、町内会で協議する。 



【竹内（靖）会長】 

グリスアップも町内会に委託しているか。 

【兒玉班長】 

グリスアップは、行政が行う。 

【松原委員】 

更新に異論はないが、縄文時代に水車は無かったはずだが、なぜ、泉縄文

公園に水車があるのか。経緯がわかる方がいたら聞きたい。 

【髙波所長】 

建設時のコンセプトとして、遊具を設置しないなど縄文にこだわり設計され

たと記憶しているが、水が流れるせせらぎ広場の景観を考慮し、公園としての

価値を高めるために設置されたものと思われる。 

【竹内（靖）会長】 

他に、意見、質問はないか。（なし） 

協議に移る。（1）視察研修について、前回の地域協議会で行先を小布施町に

決定したが、行程案について、事務局に説明を求める。 

【津島主事】 

資料№2について説明。 

【宮川委員】 

（私が小布施町視察を提案したが）行程の中に北斎館の視察が入っているが、

北斎館の周りの民家も見ていただきたい。住民の取り組みのひとつとして、民

家の庭も観光者が自由に見ることができることになっている。面白い取り組み

なので、そこもぜひ見てほしい。 

【竹内（靖）会長】 

行程は、案のとおりで決定とする。 

【津島主事】 

出発の 1 週間前までに、改めて行程表を含めた案内を送付する。（現時点で

の出欠状況を確認し）出欠の変更があった場合の連絡を委員に依頼。 



【竹内（靖）会長】 

視察研修後、中郷に戻ってから視察研修の反省会と、これまでの活動の振り

返りを兼ねて意見交換の場を設けたい。改めて案内文書を配布するが、視察研

修に参加できない委員も含め出席をお願いする。 

続いて、視察研修の目的のひとつにもなっているが、自主的審議事項「中郷

区型コミュニティバスのあるべき姿」について、今後の進め方について協議す

る。先日、分科会を開いた教育・文化チームの報告を求める。 

【髙橋（達）委員】 

10 月 28 日に分科会を開催した。自主的審議事項「中郷区型コミュニティバ

スのあるべき姿」について、教育・文化の分野における有効な取組として、ど

んなことが考えられるか意見交換した。具体的に決定したものはないが、委員

それぞれの考え方を確認することができた。また、住民アンケートの結果につ

いて、教育・文化チームとして、今後、どう取り組んでいくかについても協議

した。子どもの居場所づくりについては、場所の提供だけでなく活動が伴うよ

うな居場所の提供も必要ではないかなどの意見があった。 

【竹内（靖）会長】 

分科会として一生懸命考えていただいていることに感謝する。自主的審議 

事項「中郷区型コミュニティバスのあるべき姿」については、第１段階として

（仮称）地域独自の予算への提案事業として予算要求したところだが、協議は

継続していくので、分科会でもいろんな方向からの検討をお願いしたい。 

保留となっていた、小・中学生を対象にした住民アンケートについて、年度

内には実施したい考えである。 

【村越委員】 

バスの件については、髙橋（達）委員の説明があった方法で、分科会でも検

討することは良いことだ。 

【竹内（靖）会長】 

バスについては、観光分野での検討も大切である。二本木駅の活用やえちご

トキめき鉄道(株)などと連携した運行も考えられる。いずれにしても、自主的

審議事項「中郷区型コミュニティバスのあるべき姿」については、引き続き協

議していく。 



次に（2）ずっと大好き中郷未来へのバトン「野村忠宏講演会」に移る。事

務局からの説明を求める。 

【桐山班長】 

現在の入場整理券の配布状況を報告。ほぼ、満席が予想される。前回の地域

協議会でいただいた意見等で、相手側に確認が取れた事項として、花束贈呈は

「なし」となった。 

資料№3を基に説明。 

【竹内（靖）会長】 

基本的な流れや役割は、事務局説明のとおりとする。全体の司会進行は、

村越委員、抽選会の進行は、陸川（陽）委員にお願いする。 

来場者アンケートは不要と考えるが、意見あるか。（意見なし） 

来場者の動向を見ながら、スタッフも臨機な対応を心掛けてほしい。安全

第一で事故に気を付けて対応していただきたい。 

【桐山班長】 

野村氏にお土産をあげたい。時期的に中郷の新米が良いと考えるが、量は

どのくらいが適当か。 

【陸川（昇）委員】 

5Kg 入り 2 袋として、ステージ上で地域協議会から渡す方法がよいのでは

ないか。 

【竹内（靖）会長】 

参加者から、どうしても質問したいという声がある。その中に子どもがい

るが、その子にプレゼンターになってもらってはどうか。 

【桐山班長】 

プレゼンターは、市を代表して地域協議会にお願いしたい。 

【髙橋（達）委員】 

ほぼ満員となると、退場時も混雑が予想される。客席をブロック分けし誘

導した方がよいのではないか。現場での事前打合せや当日の集合時間は。 



【桐山班長】 

事務所職員は、前日（11 月 4 日）午後から現地打合せを予定している。地

域協議会委員も都合がつけば、16 時頃から来ていただきたい。当日は、12 時

30 分集合でお願いしたい。今日の意見を加味し、最終的なシナリオ等を作成

し、当日、全員で共通認識のもと運営したい。 

【陸川（陽）委員】 

コロナ禍であり、来場者から「隣の席を空けたい」などの要望があった場

合の対応は。 

【桐山班長】 

入場整理券を 420 枚以上配布している状況であり、空けられる席はない。

マスク着用、消毒、検温の実施で理解を求めることとしたい。 

【竹内（靖）会長】 

以上で、予定の協議を終了する。その他、あるか。 

【桐山班長】 

市からのチラシ配布を案内。 

【竹内（靖）会長】 

以前、地域協議会に報告があった江端の信号機撤去工事が終わったようだ。

慣れないと違和感があるが、事故に気を付けていただきたい。 

以上で、本日の会議を終了する。 

次回の地域協議会は、12 月 20 日（火）18 時 30 分からとする。 

 

９ 問合わせ先 

中郷区総合事務所 総務・地域振興グループ 

                    TEL：0255-74-2411（内線 165） 

                     E-mail：nakago-soumu.g@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 


